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水道事業は，浄水場や配水場などの施設と管路ネットワークで構成されマネジメントの考え方が異なる．

また，市民生活の最も基本的な部分を支えることから平常時も緊急時も供給を止めるべきではなく，たと

え停止しても早期の復旧が求められる．地形や土地利用の空間分布や世帯構成変化と密接な関係にあり，

地下水利用との総合的な判断が求められる．本研究では，吹田市を例に，水量が減少するなかでどのよう

なマネジメントを考えるべきかを考察する．昭和40年代にニュータウン地域で整備した管路の集中的老朽

化と旧来からの市街地の広範囲な老朽化，被害想定見直しによって危険性の高まった中心的な浄水場の取

り扱い，世帯構成の変化による水道需要の低下などに対する具体的な対応を整理する． 
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1. はじめに 

 

人口減少下，あるいはそれに準ずる状況下で，社会資

本に対する需要が減少し，その統廃合や縮小，さらには

他用途への転用など，需要増加時にはあまり想定してこ

なかった施設マネジメントが求められるようになった．

このような局面を想定したとき，社会資本をその特徴に

応じて３種類に分類することができる．ひとつは，市役

所庁舎や市立病院などの市に１か所あればよいような施

設である．これらが需要減少した場合は，サービス水準

を下げない範囲で効率的維持管理を進め，庁舎以外であ

れば，いずれは市単独での保有をあきらめ周辺自治体と

の共有を目指すことになろう．ふたつめは，小中学校や

公民館などのように市内に均等に配置する施設である．

これらの需要減少は地区ごとに異なるので需要分布の変

化に基づいた施設統廃合や他用途兼用による縮小維持な

どのマネジメントが求められる．みっつめは，道路や上

下水道のように市域全域にネットワークとして整備され

ている施設である．ある地区での需要が減少したからと

いってもネットワーク上でそれほど需要が減少していな

い地区があればリンク単位で維持していかなければなら

ないケースもありうる．より慎重なマネジメントが求め

られよう．また，宇都らは，人口減少下のインフラマネ

ジメント上の対応策として，教育施設や生活関連施設な

どの閉鎖可能施設，道路や上下水道施設などのダウンサ

イズ・コンパクト化施設，防災施設などの水準維持施設

の３つに分類し，対応方向をまとめている2)．上水道で

あれば，人口減少による水道料金の上昇を想定し維持管

理のための経済負担水準を課題と指摘した上で，「量を

減らし，残した施設の水準維持」を対応方向として述べ

ている． 

水道事業のマネジメントについても多くの研究があり，

例えば高橋ら3)は，水道事業へのプロジェクト＆プログ

ラムマネジメント手法適用の効用について検討し，必要

な管理を包括的に行える手法として評価している． 

 これらの研究は，厚生労働省がアセットマネジメント

に関して出している手引き1)を踏まえており，同手引き

では，高度経済成長期に建設した資産が更新時期を迎え

るため，更新需要の増加が見込まれる一方，人口減少局

面では料金収入の増加が期待できず更新財源の確保が喫

緊の課題であると指摘している． 

 これらの背景を踏まえ，現段階で実際の自治体で検討

されているアセットマネジメントの状況を整理すること

も重要であろう．このことによって，研究蓄積や監督官

庁における手引きがどのような方向にさらに精緻化すべ

きかが見えてくるものと期待される． 

このようなことから，本稿は，実際の自治体において

行われている水道事業のアセットマネジメントについて

紹介し，水需要減少下でありながら維持管理・更新費の

急増が見込まれるような水道事業における施設マネジメ

ントの方向性について検討を加えることを目的とした．

ここでは，水需要減少が観察され，多くの施設の老朽化

が急激に想定される大阪府吹田市を例にあげることとす

る． 
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2. 吹田市の水道事業の概要 

 

(1) 吹田市水道事業の基本的な状況 

1927年に町営水道として水道供給を開始し，88年が経

過しようとしている．吹田市の発展とともにその規模を

拡大させてきた時期もあったが，吹田市水道事業年報

（2014年度版）4)および経営レポート（2014年度版）5)に

よれば，行政区域内人口360千人に対し総配水量は41,990

千㎥となり，図-1に示すように年々減少している． 

 

 

図-1 吹田市水道事業配水量・給水量推移 

 

主な施設は，図-2に示す配置となっており，２浄水所，

１取水場，５配水場，１調圧場，２ポンプ場等で構成し

ている．管路は，導水管3,446m，送水管25,752m，配水

本管45,795m，配水支管  636,937mで構成され，合計

711,930mである． 

 

 

図-2 吹田市水道事業施設分布 

(2) 経営状況 

 水道料金は大阪府内の各自治体と比較しても非常に安

い水準で維持されている．体系は用途別料金設定として

おり，水需要が増加していた時期に水需要の抑制を狙い

として設定された需要量逓増型の料金体系が今でも継続

している．現在は，水需要が減少しており，さらに，月

別使用量の少ない使用量20㎥以下の利用者構成率が上が

っているにも拘わらずこの需要量逓増型の料金体系を残

していることから，例えば平成10年度から10年間で給水

量の減少が12％に留まるのに対し給水収益の減少は18％

になるという状況となっている6)． 

 平成25年度（2013年度）の経営状況は，収益的収支の

水道事業収入が6,066百万円に対し水道事業費用が5,748

百万円となり，単年度純益は318百万円となっている．

一方で，資本的収支の資本的収入が737百万円に対し資

本的支出が2,210百万円となり，1,473百万円の差引不足

が発生している．１㎥あたりの原価と単価を比較すると，

図-3に示す通り，約5円の原価割れとなる． 

 

 

図-3 吹田市水道事業の原価と単価の比較（2013年度） 

 

(3) 施設マネジメントの状況 

 吹田市の北部は，日本で初めてのニュータウン開発が

行われた千里ニュータウンが存在する．昭和37年（1962

年）の初入居から50年を超え，吹田市内部分では市全体

の17％以上の住民が居住している． 

 

 

図-4 吹田市布設年度別管延長7) 
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この当時に短期間に整備した管路が集中的に老朽化を

迎えており，図-4に示すように平成23年度（2011年度）

末時点で経年化管路延長227km，経年化管路率32％とな

っている．浄水場・配水場についても，最も古い片山浄

水場が昭和26年度竣工，泉浄水場も昭和37年度竣工とな

っており，配水場の多くも昭和30年代に整備したことか

ら，老朽化が進んでいる． 

 このような状況下で施設マネジメントが進められてお

り，平成25年（2013年）の水道施設マスタープラン7)

では，高い安全性を謳った「最良にして最適な水道

システムへの再構築」を理念として掲げている． 

 

3. 吹田市水道事業のアセットマネジメント 

 

 吹田市水道部による水道事業のアセットマネジメント

は，他市同様，厚生労働省の「水道事業におけるアセ

ットマネジメント（資産管理）に関する手引き」3)

を踏まえて行われている．以下は，特徴的な点につ

いて述べることとする． 

 

(1) 吹田更新基準 

 それぞれの施設は法定耐用年数を持っている．しかし，

法定耐用年数は公会計上で減価償却を進める上では有効

であるが，実施に工学的に維持・管理，更新を考える場

合とはずれが生じる． 

 

表-1 吹田更新基準 

施設 

重要度・優先度 重要度・優先度

（大） （小）

年数 年数 年数

建  築 50 60 70

土  木 60 65 80

さく井 10 30 －

電  気 20 25 30

機  械 15 20 30

計  装 10 15 20

吹田更新基準

法 定 耐 用 年 数区 分

 

管路 

重要度・優先度

(大)

重要度・優先度

(小)

年数 年数 年数

× 40 60

× 60 80

〇 80 100

× 60 80

〇 80 100

非耐震 ― 40 60

耐震 ― 40 60

― ― 40

― ― 40

吹田更新基準

管　　種

腐食防止

シート

の有無

鋳 鉄 管

40

ﾀﾞｸﾀｲﾙ

鋳鉄管

非耐震

耐震

鋼　　管

塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

区分

法定耐用年数

 

 出所）第10次第5回吹田市水道事業経営審議会資料 

このずれを解消して実質的なマネジメントを進めるた

め，表-1に示すような法定耐用年数より長めの吹田更新

基準を設定している．この年数は，技術者の経験に基づ

き設定しているもので，実質的なサービス水準を下げる

ことなく，維持管理ライフサイクルコストの低減に寄与

している．重要度・優先度評価により年数を変えている

ほか，腐食防止シートの有無といった技術水準の向上に

より耐用年数の増加も可能にしている．大きく設定して

いるものの中には法定耐用年数の２倍以上の期間として

いるものがある． 

 

(2) 更新の留保の決定 

 吹田市水道施設マスタープランではその掲げる将

来像として，泉浄水所の更新の留保を示した．図-5に

示すように，老朽化の進む２つの浄水所のうち，より古

い浄水所は標高の高いところにあることからこれを機能

更新することとし，市内で最も標高の低く自然流下の方

針に沿わない泉浄水所について「更新の留保」とした． 

 

 

図-5 吹田市水源と浄水所の将来像7) 

 

 (3) 資産額の推計計算 

 これらのもとで，中長期視点として求められる40年先

までのマネジメント諸指標を計算した．計算は，市の将

来人口推計を基に水需要を想定し，吹田市更新基準のも

とで施設の健全度を判断，泉浄水所の更新保留を含めた

維持・管理，更新計画を想定して，財政推計を行ってい

る．金額はすべて名目表示である． 
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マスタープラン具体化の一例を吹田更新基準により更新した場合

更新需要額

約195億円老朽化資産

健全化資産 経年化資産 老朽化資産
健全資産

マスタープラン具体化の一例として
（泉浄水所と蓮間配水場の更新は見込まない場合)

 

図-6 施設における資産額の推計 
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図-7 健全度別管路延長の推計 

 

 図-6は，施設の資産額の推計結果である．40年経過し

た時点でも老朽化資産はわずかであり，更新需要額は約

195億円と見積もられる．法定耐用年数通りで更新した

場合の約430億円と比較して235億円改善している．図-7

は，管路の健全度別の管路延長の推計結果である．40年

後には管路延長がわずかに増加している中で老朽化資産

は30％以下の収まり，更新需要額は約479億円と見積も

れる．法定耐用年数通りで更新した場合の約849億円と

比較して370億円改善している． 

 

4. まとめ 

 

 本稿は，需要減少下での水道事業の施設マネジメント

について，吹田市の事例を報告した．施設・管路の耐用

年数を技術情報を踏まえて実質化するとともに，需要が

減少する施設については老朽化が進んでも更新を保留す

ることで，600億円以上の更新需要額減を生み出した． 

 これを踏まえて，次のように考えられる． 

・水道事業の資産は，施設と管路に分かれ，管路はネ

ットワーク性のあるものである．需要減が見込めても

廃止することはできない．技術的な改善により，その

維持・管理コストを低減するか，管理水準を下げるこ

とで対応することとなる．（長期的には，参考文献1)

に示すようなダウンサイジングも考慮すべきである） 

・法定耐用年数は，あくまで公会計上の指標であり，

技術が向上し，丁寧な維持管理を実施するのであれば，

技術的な観点から知ることができる耐用年数で管理を

進めるべきである．ただしリスク管理の観点から，重

要度・優先度は適切に評価されなければならない．す

なわち，利用年数を伸ばすことでリスクを高めており，

実際に顕在化しない時期が続けば過剰に耐用年数を延

ばしてしまう恐れがあることに留意すべきである． 

・施設については，あるいは管路についても，老朽化

が進み，補修をするか，更新をするか，廃止するかと

いったファシリティマネジメント上の判断をする場面

がある．地形や他の施設との相対距離，周辺水需要や

関係する管路の状況を踏まえた総合的な判断の中で，

「更新保留」という判断が有効な場合がある． 

 

 施設マネジメントの課題は，この他にも将来の不確実

性への対応の他，水需要に影響する都市計画との総合的

なマネジメントのあり方や料金制度などによる企業誘致

政策との連携など，市の部署横断的なマネジメントが必

要となる．水道部は，他の部署と比較的距離のある組織

構成となっており，部署横断的なマネジメントを進める

には，より積極的な総合性へのアプローチと上層部によ

るガバナンスが求められると考えている． 
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